配分変更申請書記入手引き
※配分決定後、事業計画に変更が生じた場合、本会に必ず連絡をし、指示にもとづき提出すること。

※作成する前に必ず配分要綱・配分基準をよく読むこと。

※申請書を作成したら、２部コピーし、コピーした１部を施設・団体の控えとする。原本と残りの１部を必ず各市町共同募金委員会（各市町社会福祉協議会内）に提出すること。

※各市町共同募金委員会は、必ず経由印を押して原本を本会へ提出すること。
＜様式Ｂ＞

	変更申請日
	変更申請を行う日を記入する。

	団体名
	法人種別……法人格を持っている場合は該当するものに○を付し、該当がない場合は、その他に記入する。

名　　称……施設・団体名を記入する。（フリガナも記入すること）

	代表者
	役職名……代表者の役職を記入する

氏　名……代表者の氏名を記入する。押印は公印を使用すること

	所在
	施設・団体の所在地を記入する。（フリガナも記入すること）

	事務担当者
	この申請にかかる事務を行う者の情報を記入する。

（必ずいつでも連絡のとれるものを記入すること）

	変更理由
	変更をする理由を明確に記入する。

	変更内容
	例をもとに変更する内容を記入する。



＜様式Ｂ－１＞
	事業名
	住民の方が見てどのような事業かわかるような事業名を付けること。
（例1） 授産品づくりのためのミシン購入事業

（例2） 身障者施設屋上補修・防水工事

	事業執行者名

（施設・団体名）
	法人名および施設・団体名を記入する。

	法人格
	法人であるところは有に○をし、何法人であるか記入する。
法人でないところは無に○をする。

	対象者
	高齢者 ・ 障害児（者） ・児童・青少年　・課題を抱える人　・その他からひとつ選び、○を付ける。

	
	語句説明

	
	【高齢者】
　高齢者全般　：健康な高齢者をはじめとした広い意味での高齢者
　要介護高齢者：〈要介護〉と認定された高齢者
　要支援高齢者：〈要介護〉と認定されてはいないが、社会的な支援を必要としている高齢者
　高齢者世帯　：要介護高齢者、虚弱高齢者であるなしにかかわらず、一人暮らし世帯または二人暮らし世帯の高齢者
　介護者・家族：介護を行っている家族や近隣の方々
【障害児・者】
　障害児・者全般：特定の障害分野に限定するのではなく、広く障害のある方々全般
　知的障害児・者：知的障害者福祉法および児童福祉法に規定されている方々
　身体障害児・者：身体障害者福祉法及び児童福祉法に規定されている方々
　精神障害者：精神障害者福祉法及び児童福祉法に規定されている方々
心身障害児・者：重複障害児・者の方々
　介護者・家族：介護を行っている家族や近隣の方々
【児童・青少年】
　乳幼児　　：小学校に入学する年齢に達していない子ども
　児童　　　：小学生くらいの年齢の子ども
　青少年　　：親などの保護を受けている成人前後の方々
　一人親家族：母親または父親がいない家族
　養護児童　：保護者のない児童
　遺児・交通遺児：事故や病気など様々な要因で保護者を失った方々
　家族　　 ：児童・青少年をもつ家族全般
【課題を抱える人】
災害等被害者：災害等による被害を受けた方々
　低所得者・要保護世帯：生活保護法の規定による保護を受けているまたは生活保護は受けていないが生活が極めて困難な方々
　長期療養者　　：施設・病院等で長期にわたって療養している方々
　ボランティア　：自発的、非営利性を基盤に地域で活躍している有志
　在住外国人　　：長期・短期滞在にかかわらず地域で生活している外国人の方々
　更生保護関係者：更生保護事業に携わる人
ホームレス　　：失業などにより住む家を失い路上や駅の構内で寝泊まりせざるを得ない人
犯罪被害者　：犯罪により害を被った者
不登校児　　：いじめ等が原因となり通学できない児童
ひきこもりの人：さまざまな原因で長期にわたり閉じこもる人
DV被害者　：言葉や態度による精神的な被害者
その他　　　：どの項目にも当てはまらない人
【その他】
　住民全般　　：広く住民全般
（具体的に記入）

	目的分類

	日常生活支援・社会参加、まちづくり支援・社会福祉施設支援・その他の地域福祉支援・災害対応・防災の中からひとつ選び、○を付ける

	
	語句説明

	
	　日常生活支援：対象者を直接支援する事業・継続的に専門的な技術で行う事業・生活に関わる事業
　社会参加、まちづくり支援：対象者が自主的に社会的に行おうとする事業
　社会福祉施設支援：執行者が意図して行う事業

	分類・テーマ分類
機能分類
	事業目的・内容と支援する内容と該当するものを選択する。

	対象事業
事業内容
	配分事業は、先駆的開拓的事業・地域住民の福祉向上を目的とする事業のいずれに該当するかを選択する。
事業内容は、選択した事業の趣旨を踏まえて具体的に記入する。
(例1)　施設利用者の機能回復のために授産品を作っている。新たに授産品の種類を増やすため、その授産品づくりに必要なミシンを購入したい。
(例2)　施設の屋上から水が漏れていて利用者の生活に支障が出ているため屋上の補修・防水工事を行いたい。

	配分金使途
	実際の配分金の使途（事業の何に充てるのか）を明確に記入する。
（例1） ミシンの購入
（例2） 屋上の補修・防水工事費

	実施時期
	通年・短期・長期・シーズンの中からひとつ選び○を付ける。

	
	語句説明

	
	通年　　：年間を通じて複数回行う事業

短期　　：実施回数が一度の事業　※概ね１０日以内

長期　　：実施回数が一度の事業　※短期でないもの

シーズン：季節によって限定される事業

	頻度・利用者数
	年間の回数・延べ件数・延べ人数をできるだけ詳しく記入する。
・研修会、集い等は定員、募集人数を記入

・印刷物等は発行数を記入

・備品購入をする場合、その備品を使う利用者数等を記入

・実施予定の事業で、数値が予定または確定できない事業は、対象者の総数を記入

	
	語句説明

	
	　実施回数：年間に実施される回数
　総利用者数・件数：年間の利用者数および件数

	総事業費
	この事業に関わる全ての費用額

	収入内訳
	この事業に関わる全ての収入明細額

	地域福祉の観点から期待される効果
	申請施設・団体が考える効果を記入する

	受配事業である旨の広報手段
	どのように広報するかを記入する。
（例）広報誌に記載・プログラムに記載　等

	募金運動への協力内容
	共同募金運動にどう協力するかを記入する。
（例）街頭募金に立つ・施設内に募金箱を設置・会員等へ募金を呼びかける　等



＜様式Ｂ－２＞
	Ⅰ．建物新増築・補修工事の場合
	表内必要事項を記入する。

	添付書類
	■工事計画書、配置図、平面図、見積書の写し、現状写真

■新規施設の申請の場合は、施設概要パンフレット

	Ⅱ．備品購入の場合
	表内必要事項を記入する。

	　　　設置場所・住所
	購入した備品を設置する場所とその住所を記入する。

	　　　管理責任者（職・氏名）
	購入した備品の管理責任者の職・氏名を記入する。

	　　　添付書類
	■カタログ・パンフレット（どの商品かわかるように印をつけること）

■見積書の写し（価格がわかるようにすること）

	Ⅲ．その他の事業の場合
	表内必要事項を記入する。

	　　　添付書類
	■申請する事業の計画書ならびに予算書（当該事業にかかる部分の仮予算書を作成すること）

■申請事業にかかる関係書類、その他参考になるもの


